










〔利用者調査：救護施設〕 令和6年度

利用者総数

アンケート 聞き取り 計
共通評価項目による調査対象者数 1 92 93
共通評価項目による調査の有効回答者数 1 92 93
利用者総数に対する回答者割合（％） 1.0 90.2 91.2

利用者調査全体のコメント

場面観察方式の調査結果

調査の視点：「日常生活で利用者の発するサイン（呼びかけ、声なき呼びかけ、まなざし等）と

それに対する職員のかかわり」及び「そのかかわりによる利用者の気持ちの変化」

評価機関としての調査結果

《選定した場面から評価機関が読み取った利用者の気持ちの変化》

　《事業所名： 優仁ホーム》

調査員との個別の聞き取り調査を行った。当日不在の利用
者の方を対象に、事業所からアンケートを配布し、記入後は
返信用封筒に入れ、直接評価機関へ返送していただいた。

調査方法
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《調査時に観察したさまざまな場面の中で、調査の視点に基づいて評
価機関が選定した場面》

利用者全員を対象とした（事業所と協議の上、聞き取りの難し
い方を除く）

調査対象

調査対象者93名全員から回答を得ることができた。
満足度の高い項目として、「施設内の清掃、整理整頓は行き届いているか」「病気やけがをした際の職員の対応は信頼
できるか」「消費生活に役立つお金の使い方に関する支援があるか」「食事はおいしいか」「利用者のプライバシーは守
られているか」などがあげられる。
総合的な満足度では、60名が「大変満足、満足」、25名が「どちらともいえない」、8名が「不満、大変不満」と回答してい
る。また、「静かで生活しやすい環境」「のんびり安心して過ごせるところが良い」「食事がおいしい」「ルールが厳しいの
でもう少し自由だと嬉しい」などのコメントがあがっている。
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